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研究成果の概要（和文）：家庭内喫煙や生活習慣と児の受動喫煙との関連を検討した。保護者の受動喫煙リスク
理解によって児の受動喫煙と関連するか評価した。尿中コチニンを測定、家族に喫煙者がいる場合といない場合
と喫煙制限の有無で、児の尿中コチニンを比較した。喫煙者がいない場合に比べ喫煙する場合、有意に高値であ
った。家族に喫煙者がいる場合、喫煙の影響を知らない保護者では、知っている保護者に比べ、尿中コチニンが
有意に高かった。家・車での喫煙を禁止していない保護者は、禁止の場合より、喫煙家庭の児の尿中コチニンが
有意に高かった。受動喫煙の健康影響の知識を保護者が持ち、身近な喫煙禁止で、喫煙家庭でも児が受動喫煙か
ら守られる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：We examined the effects of lifestyle, family smoking, parental understanding
 of secondhand smoke risk, using urinary cotinine.
A survey on secondhand smoke was performed. Parents who agreed to participate answered a 
questionnaire and collected their child’s urine. The cotinine level from the urine was compared 
between children with and without family members who smoked. Urinary cotinine was assessed according
 to parental cognition regarding secondhand smoke as a health risk and their ban of smoking at home.
 About 50% of participants reported a family smoking. Children’s urinary cotinine was significantly
 higher among those with family members who smoked than from a non-smoking family. We assessed 
associations between parental knowledge of smoking risk and children’s urinary cotinine level 
according to family smoking status. Children’s urinary cotinine was reduced by parental knowledge 
of the health effects from secondhand smoke, even with a family member who smoked. 

研究分野： 小児保健学

キーワード： 尿中コチニン　二次喫煙　受動喫煙　健康リスク　リスク認知　小児
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1.研究開始当初の背景 

喫煙は、健康への有害性が明らかである

にも係らず、依然わが国に残された健康課

題である。小児は喫煙と無関係と考えられ

がちであるが、Environmental tobacco 

smoke (ETS) 曝露の小児への影響は、国

内・国外でも報告がある。(Hwang SH et al, 

Korean J Pediatr. 55, 2012, 鈴木孝太ら,

日本公衛誌.59, 2012, Mannino DM et al, 

Arch Pediatr Adolesc Med. 155, 2001)。 

小児期の受動喫煙は長期間の影響により、

喘息、肺炎、中耳炎、肥満、がん、発達障

害などと関連することが前向き研究によっ

て明らかである。厚生労働省の「すこやか

親子 21」の中で「2010 年までに育児中の

自宅での喫煙をなくす」という目標がたて

られたが、平成 22 (2010) 年中間評価報告

書で、家庭内の喫煙率は父 45.0%、母 12.6%

と高く目標は達成されなかった。 

このように受動喫煙の有害性にもかかわ

らず、社会の禁煙化が進まない背景には、

喫煙を受容する心理的影響が働くことが報

告されており、周囲の非喫煙者にもその影

響が及んでいる可能性がある（「喫煙者の心

理」 Ivings ）。コクランレビューに若年者

への継続的な禁煙教育が有効であることが

報告されており(Thomas RE et al, 

Cochrane Database Syst Rev. 4, 2013)、

日本でも心理状態を考慮した禁煙教育に関

する研究が望まれている。 

一方、受動喫煙評価の客観的手法として、

尿中ニコチン代謝産物測定があり (Ino T 

et al, J Clin Lab Anal. 25, 2011)、その実

態を正確に調査できる。家族の心理的な影

響が、児の受動喫煙と関連があるのか、有

効な禁煙教育を行うための基礎データを提

供する必要がある。 

 

2.研究の目的 

①小児の受動喫煙をなくすための一助と

なるよう、地方都市における受動喫煙状況

の基礎データを得る。小児の受動喫煙状況

を、主観的評価として質問票を用い、他の

生活習慣と共に家庭等の喫煙状況を調査し

た。客観的評価として尿中ニコチン代謝産

物である尿中コチニンを測定する。主観的

評価と客観的評価である尿中コチニンとの

関連を、統計ソフトを用いて評価する。他

の生活習慣と受動喫煙との関係についても

評価する。 

②子供の周囲にいる大人の喫煙の害に対

する認知が、子どもに受動喫煙を生じる可

能性を評価し、正しい知識を持つことが教

育的効果を有するか客観的に評価するため、

両親や保護者が喫煙を健康リスクとして理

解・認知できている状況が、小児の尿中コ

チニンに影響するのか解析した。 

 

3. 研究の方法 

岐阜県山県市在住の小児において調査を

行った。平成 26 年 10～11 月幼児 453 人、

平成 27 年 5～6 月小学生 1141 人を対象と

して以下の調査を実施した。 

 

【受動喫煙・生活習慣の実態把握】 

保護者が、家庭内の喫煙と食・生活習慣

について択一式の自記式質問票で回答した。

具体的には、児の年齢、身長、体重、既往

歴、アレルギー歴、食習慣、家庭内での喫

煙状況（誰が、どこで、1 日の本数、いつ

からいつまで）など情報を得た。保護者の

学歴、就労、健康状態、保護者の受動喫煙

に対する考え方、すなわち、保護者が受動

喫煙を健康リスクとして捉えているか、受

動喫煙を避ける行動をとるかについて質問

を行った。 

【尿中ニコチン代謝産物の測定】 

調査票回収日に合わせ、児の早朝第一尿

を持参してもらった。尿は測定時まで－80

度で保存した。コチニンは比較的安定なニ

コチン代謝産物で、タバコ煙に曝露されて

から長時間体内に留まることが報告されて
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いる。半減期が20時間程度であり、スポッ

ト尿でもクレアチニン量の補正によって客

観的な喫煙への曝露状態の判定が可能であ

る (Florecu A et al, Ther Drug Monit. 31, 

2009)。タバコ煙のバイオマーカーである尿

中コチニンはELISA法（酵素免疫測定法）

で測定した。尿中クレアチニンはJaffe法で

測定し、尿中コチニンをクレアチニンで除

すことで補正を行った。 

【統計解析】 

小児の尿中コチニンと、家族の喫煙の実

態、属性、生活習慣、保護者の喫煙に対す

る考え方との関連について、統計解析ソフ

ト SPSS ver.20.0 を用いて解析した。 

家族内の喫煙状況の有無と児の尿中コチ

ニン値との関連について評価した。次に、

保護者の喫煙に関するリスク認識や理解と

児の尿中コチニン値の関係を評価した。具

体的には、喫煙に関する保護者のリスク認

識や理解の有無、家・車での喫煙を禁止し

ているか、いないかを水準として、児の尿

中コチニン値を比較した。 

【調査結果のフィードバック】 

本調査では小児での結果を保護者に返却

した。また、将来母親となる青年期女性に

おいても、小児での解析結果を用いて在学

中に喫煙防止の講演を行った。 

 

４．研究成果 

【幼児での調査】 

質問紙による家族内喫煙は幼児全体で

51.8％、コチニンの中央値は 11.0 ㎎/㎎ Cre

であった。尿中コチニン値は 333 名の幼児

で測定した。家族が喫煙していない児の尿

中コチニンは中央値 7.6ng/mgCre、家族が

喫煙している児は尿中コチニン

14.9ng/mgCre で有意差を認めた。受動喫

煙の基準を 5ng/ml とすると受動喫煙あり

となった児は、333 名中 257 名（77.7％）

であった。質問紙による受動喫煙と尿中コ

チニン値による受動喫煙との間に乖離が認

められた。この結果は参加者に個別に通知

した。父だけが喫煙している場合より、母

だけ若しくは両親とも喫煙している場合に

コチニン値が高く（表１）、母の喫煙が児の

受動喫煙に有意に寄与していることが示さ

れた。 
（表１） 

 

【小学生での調査】 

小学生 1141 人中 868 人の尿中コチニン

を測定した。質問紙では家庭内喫煙は

47.4％、尿中コチニンは学童全体で

0.65ng/mgCre であった。家族が喫煙して

いる児では、0.52ng/mgCre、家族に喫煙者

がいない児では 0.04ng/mgCre で有意差を

認めた。児の受動喫煙のマーカーである尿

中コチニン値は、家族が喫煙することによ

って有意に上昇した。幼児に比べると全体

的に低値であった。 
（表 2） 

 
 

家族の

喫煙 

尿中コチニ

ン ng/ml 
P 値 

 
父 

ない 0.94 
0.91 

 ある 0.62 

 
祖父 

ない 0.80 
0.29 

 ある 0.28 

 
母 

ない 0.41 
0.001 以下 

 ある 2.19 

 
祖母 

ない 0.68 
0.04 

 ある 7.57 

 

家族内の喫煙者は、父 325 人、母 74 人、

祖父 40 人、祖母 12 人であった。家族内喫

父 母 
尿中コチニン 

（ng/mg Cre） 
P 値 

非喫煙 非喫煙 15.7 

0.001 以下 
喫 煙 非喫煙 24.3 

非喫煙 喫 煙 64.1 

喫 煙 喫 煙 32.7 
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煙があると答えた児のみの解析で、母と祖

母の喫煙が、父と祖父に比べ、尿中コチニ

ンの上昇に有意に関連していた（表 2）。 

受動喫煙の健康影響について保護者が知 

識を持っているか否か、車・家での喫煙制

限の有無について、家族の喫煙の有無別に

コチニン値を検討した。 

家族に喫煙者がいる場合、受動喫煙の健

康影響を知らない保護者では、知っている

保護者に比べ、児の尿中コチニン値が有意

に高かった（中央値1.37 vs.0.59）。家や車

内での喫煙を禁止していない保護者では、

喫煙を禁止している場合より、家族に喫煙

者がいる児の尿中コチニン値が有意に高値

であった（中央値 家1.93 vs. 0.26, 車1.74 

vs. 0.34）。受動喫煙の健康影響に関する知

識を保護者が持つこと、また、生活環境で

の喫煙を禁止することで、たとえ保護者が

喫煙者であっても児の尿中コチニンが低値

となる可能性があることが分かった。 

 

【女子大学生での調査】 

大学 2 年生 55 名（参加率 95％）を対象

に、受動喫煙調査を行った。質問紙による

調査と尿中コチニンの半定量で評価した。

前者では受動喫煙（周囲に喫煙者がいる）

のは 31 名（56.4％）、後者では 25 人（40％）

であった。周囲に喫煙者ありと答えた

45.2%、周囲に喫煙無と答えた 33.3％がコ

チニン陽性であった。本人が自覚しなくて

も受動喫煙に暴露されていることを示す結

果であり、防煙教育の方法を工夫する必要

があることが示唆された。 
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